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平成 25年度が始まりました。今回の「はくぶつかんネット」では、今年度行われる 

企画展や講座の紹介に加え、博物館の新しい職員を紹介します！ 

開催中の企画展もありますので、ぜひご見学にいらしてください。職員一同、みなさま

のご来館を心よりお待ちしております。 

平成２5 年度４～６月号 （宜野湾市立博物館発行） 

「新収蔵品展―平成 23・24年度受入資料―」では、平成 23・24年度に市民の方々から寄贈・寄

託していただいた資料 50点を新収蔵品として登録し、皆さまにご紹介しています。 

 この展示会を通して、来館者の方々に博物館の活動（収集・保管・展示公開）に対する理解を深

めて頂きたいと思っています。また、資料を寄贈していただいた皆さまに感謝の意を表すると共に、

今後も数多くの資料を博物館の収蔵品として寄贈して頂く機会になればと思っております。 

 展示会では、解説やエピソード等を交えながら紹介しています。企画展終了後は、収蔵庫に保管

されることになりますので、この機会にぜひご覧ください。 

～平成２３・２４年度受入れ資料～ 

■期 間：５月２２日（水）～６月９日（日） 

■場 所：宜野湾市立博物館 

■時 間：午前９時～午後５時（入館は４時３０分まで） 

■入場料：無料 
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ワクダカマド バサージン（大人用） 美ら島沖縄総体 2010 のぼり（卓球） 

印部石（ツ まつ川原） クンジー（大人用） 若夏国体サージ 

カーミ 海邦国体役員の帽子 ヤナギコウリ 

バーキ 海邦国体で使用するためのゴミ袋 ジーファー 

ソーミナークー 海邦国体のお盆 分銅（ハカイのおもり） 

トゥジャ 海邦国体のブローチ 竹とんぼ 

トートーメー 米軍ランプ 大謝名獅子 ※寄託 

喜友名村 新里前とよ（レコード） はかり（ハカイ） コート 

ハガマ（フタ付き） 貝符のレプリカ 美研コミックシリーズ 1「魔法使いサリー」 

ナービ 石臼（イシウーシ） 美研世界名作童話 8「ジャックと豆の木」 

チョウバン モノサシ 宜野湾市市制 50 周年記念横断幕 

バサージン（子供用） 美ら島沖縄総体 2010 のぼり 

（アーチェリー） 
合計：５０点 

 

■平成２３・２４年度受入れ収蔵品一覧  ～ご提供ありがとうございました～ 

収蔵品の思い出ばなし 

 

 

ワクダカマド 

 1960 年頃、那覇の市場で購入した。価格は正確には覚えていないが、

高かったと思う。購入した後は日常的に使用するのではなく、冠婚葬祭の

ときに、大なべから汁物を小さな鍋に移して、ワクダカマドで温めていま

した。ワクダカマドの薪にはガジュマルをよく利用していました。 

はかり(ハカイ) 

 山羊や豚、子牛を計るときに使用したも

の。部落の人が集まって使用しており、そ

の様子を子供たちは遠くから見ていた。近

隣の部落の人にも貸した記憶がある。 

～ 寄贈品募集♪ ～ 
 今では使われなくなった終戦直後の農機具や生活用品、その他写真や書類、地図など博物館にとっては貴重な

資料になることがあります。一度、お問合せ下さい。ただし、寄贈の受け入れは「宜野湾市内在住」、もしくは使

用していた場所が「宜野湾市内」だったという方に限らせていただきますのでご了承ください。 

 

大謝名獅子 ※寄託 

 大謝名獅子舞保存会から、当館へ寄託された獅子。戦後、1976(昭

和 51)年に復活した際のもので、2009(平成 21)年に作り替えられる

までの 33 年間、大謝名を護ってきました。 
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【関連講座】 博物館市民講座「 戦争遺跡にみる沖縄戦 」  

■講師：吉浜 忍(沖縄国際大学教授) 

■日時：６月 30日(日) 14時～16時 

■場所：宜野湾市立博物館 

■定員：50名(要申し込み) 

■受講料：無料 

（戦世の宜野湾） 

・陣地壕 

嘉数に駐屯した日本軍は、嘉数高地を中心とした周辺地域にいくつもの陣地壕を築きました。陣地構築は

1944(昭和 19)年の夏頃から開始したようで、朝から夕方までの作業が毎日続けられました。兵士だけでな

く、嘉数や周辺地域から、老人や女性を含む多くの人々がかり出されました。 

 壕は石灰岩をくり抜いてコの字型に構築され、側壁には落盤防止の杭木の跡もあります。嘉数高地には日

本主陣地が置かれたため、こうした陣地壕がいくつも構築されました。 

・トーチカ 

トーチカとは元はロシア語で「点」を意味する軍事用語で、防御の中心となる陣地のことです。 

このトーチカはコンクリート製で、厚さは最大１ｍあり、内部は２ｍ四方、大人３名ほどが入れる広さで

す。北側(比屋良川)に向けて銃眼が２ヵ所開き、そこから小銃や期間銃などを出して、米軍を攻撃したと考

えられます。トーチカには銃痕が無数にあり、正面の鉄筋がむき出しになるほど、激しい戦闘を物語ってい

ます。单西側の開口部は、兵士が出入りするためのものです。 

戦争遺跡は、戦争を語る「生き証人」であり、 

「平和の語り部」でもあります。 

県内に残る戦争遺跡を紹介し、沖縄戦について考えます。 

６月には、慰霊の日関連の企画展を行います。本企画展では、写真パネルをとおして沖縄戦の概要、

宜野湾での戦況をふまえて県内に残る戦争遺跡を紹介し、戦争と平和について考えます。 

【宜野湾市の戦争遺跡】 

６月１９日(水)～６月３０日(木) 
・時間：午前９時～午後５時(入館は４時半まで)  ・場所：宜野湾市立博物館  ・入場料：無料 

宜野湾市内には、いくつもの戦争遺跡が残されています。その中でも、嘉数高台公園には旧日本軍

が構築した陣地壕やトーチカといった戦争遺跡が残されています。 

沖縄戦において、宜野湾市でも多くの住民が尊い命を失い、本市

の環境も大きく変容しました。沖縄戦終結から今年で 68 年が経過

し、戦後世代が大半を占めるようになった今日、戦争体験者は減少

の一途をたどり、戦争の記憶の風化が進んでいます。戦争は、二度

と繰り返してはならないことであり、これらの事実を風化させずに

語り継いでいくことが大切だと考えております。 

慰霊の日 写真パネル展 
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見つかっちゃった 

毎年
まいとし

、はくぶつかんでは文化
ぶ ん か

財
ざい

に親
した

しんでもらおうと、小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

と協 力
きょうりょく

して「ぎのわんの文化
ぶ ん か

財
ざい

図画
ず が

作品展
さくひんてん

」を行
おこな

っています。今年
こ と し

も開
かい

催
さい

しますので、楽
たの

しんで描
か

いていただけたらうれしいです。みな

さんのすてきな作品
さくひん

を心待
こころま

ちにしております♪ 

今回
こんかい

は、そんな文化
ぶ ん か

財
ざい

にまつわるお話
はなし

を２つ紹介
しょうかい

します。 

参考図書  

宜野湾市教育委員会文化課『宜野湾市文化財保護資料第 67 集 ぎのわんの文化財 第七版』 2007 年 

長嶺操・徳元英隆『沖縄の伝説散歩』沖縄文化社 2004 年 

 

普天
ふ て ん

満
ま

宮
ぐう

 

 普天
ふ て ん

満
ま

宮
ぐう

は熊野
く ま の

権現
ごんげん

という神様
かみさま

をまつる神社
じんじゃ

で

すが、その由来
ゆ ら い

となったとある伝説
でんせつ

が残
のこ

されてい

ます。 

その昔
むかし

、首里
し ゅ り

の桃原
とうばる

という村
むら

に美
うつく

しい娘
むすめ

が住
す

んでいました。評判
ひょうばん

は他
ほか

の村
むら

にも伝
つた

わっていまし

たが、娘
むすめ

はどんなに良
よ

いお見合
み あ い

い話
はなし

もことわり、

家
いえ

にこもってひっそりと暮
く

らしていました。 

しかし、ある日、 妹
いもうと

の夫
おっと

に顔
かお

を見
み

られてしま

うと、 娘
むすめ

は家
いえ

を飛
と

び出
だ

して宜野湾
ぎ の わ ん

の普
ふ

天満宮
てんまぐう

の

洞窟
どうくつ

に身
み

をかくしてしまいました。 妹
いもうと

夫婦
ふ う ふ

はす

ぐに後
あと

を追
お

いかけて洞窟
どうくつ

の中
なか

を探
さが

しましたが、と

うとう彼女
かのじょ

の 姿
すがた

を見
み

つけることはありませんで

した。 

その後
ご

、人々
ひとびと

は娘
むすめ

を洞窟
どうくつ

の神様
かみさま

として、そこに

社
やしろ

を建
た

てました。これが普天
ふ て ん

満宮
ま ぐ う

のうらにある

洞窟
どうくつ

であるとされています。 

野
の

嵩
だけ

の石畳
いしだたみ

道
みち

 

 野
の

嵩
だけ

の石畳
いしだたみ

道
みち

は、首里
し ゅ り

王府
お う ふ

時代
じ だ い

に首里
し ゅ り

と各間
か く ま

切
ぎり

（間
ま

切
ぎり

：現在
げんざい

でいう市町村
しちょうそん

のこと）を結
むす

ぶ道
みち

として

整
ととの

えられました。かつては 120 メートルほどの長
なが

さがありましたが、今
いま

では 40 メートルほどの道
みち

に

なっています。敷石
しきいし

の表面
ひょうめん

はなめらかにすりきれ、

歴史
れ き し

の古
ふる

さを感
かん

じさせます。 

 この石畳
いしだたみ

道
みち

には、今
いま

から 500年前
ねんまえ

の護
ご

佐
さ

丸
まる

・阿
あ

麻和
ま わ

利
り

の乱
らん

（1458年
ねん

）にまつわる言
い

い伝
つた

えがあり

ます。 

阿
あ

麻和
ま わ

利
り

の軍
ぐん

に負
ま

けた護
ご

佐
さ

丸
まる

は、妻
つま

とまだ幼
おさな

い

息子
む す こ

を中城
なかぐすく

城
じょう

から逃
に

がしましたが、二人
ふ た り

が石畳
いしだたみ

道
みち

を登
のぼ

り逃
に

げるとき、追
お

っ手
て

が放
はな

った矢
や

が彼女
かのじょ

の

着物
き も の

の袖
そで

を引
ひ

き裂
さ

いたそうです。 

 このことに由来
ゆ ら い

して、野
の

嵩
だけ

の石畳
いしだたみ

道
みち

は「袖
そで

はな

れ坂
さか

（スディバナビラ）」とも呼
よ

ばれています。 

普天間飛行場 

Ｒ58 

Ｒ330 

普天
ふ て ん

満宮
ま ぐ う

 

野
の

嵩
だけ

の石畳
いしだたみ

道
みち

 

市立博物館 

市役所 

 キミは行
い

ったことあるかな？ 
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ヨシノボリ 

 体長
たいちょう

約
やく

５ｃｍのハゼ科
か

の魚
さかな

です。左右
さ ゆ う

の腹
はら

びれ

が合
あ

わさってひとつの吸盤
きゅうばん

をつくり、それを利用
り よ う

して壁
かべ

や岩場
い わ ば

を登
のぼ

ることができます。 

さかな しょうかい 

はくぶつかんのお魚
さかな

たち 

■ 対象：宜野湾市に住んでいる小学生３～６年生・中学生 

■ 画材：４つ切り画用紙のみ。クレヨン・水彩・アクリル仕上げなど自由 

■ 出品：１人１点のみ。作品は夏休み明けに、各学校の担任に提出してください。 

■ 作品展開催期間：平成 25 年 10 月 2 日（水）～10 月 20 日（日） 

■ 場所：宜野湾市立博物館 企画展示室 

 

問合せ：宜野湾市立博物館 098-870-9317 

↑第 21 回教育長賞受賞３作品 

あなたのまわりにある宜野湾
ぎ の わ ん

市
し

の文化
ぶ ん か

財
ざい

を描
か

いてみませんか？ 

湧
わ

き水
みず

・綱引
つ な ひ

き・獅子舞
し し ま い

などなど、さがしてみよう！！ 

 

はくぶつかんを見学
けんがく

した記念
き ね ん

にスタンプはいかが？

はくぶつかんのイメージキャラクター「天女
てんにょ

ちゃん」と

真志喜
ま し き

安座間
あ ざ ま

原
ばる

遺跡
い せ き

から発見
はっけん

された「蝶形
ちょうがた

骨
こつ

製品
せいひん

」の

スタンプの２種類
しゅるい

があるので、ぜひ押
お

してみてね♪ 

真志喜
ま し き

安座間
あ ざ ま

原
ばる

遺跡
い せ き

は、宜野湾市真志喜
ぎ の わ ん し ま し き

にある

2500～3000年前
ねんまえ

の貝塚
かいづか

時代
じ だ い

の遺跡
い せ き

だよ。蝶形
ちょうがた

骨
こつ

製品
せいひん

はその名前
な ま え

の通
とお

り、ちょうちょが羽
はね

を広
ひろ

げた形
かたち

を

しているんだ。実
じつ

はこれ、ジュゴンの骨
ほね

でできているん

だよ。アクセサリーやおまじないの道具
ど う ぐ

、お守
まも

りとして

使
つか

われていたと考
かんが

えられているけれど、本当
ほんとう

のところ

はよく分
わ

かっていないんだ。 

あります 

 
はくぶつかんにはお 魚

さかな

にちなんだ 

水
すい

そうクイズもあるよ♪ 
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1960～1980 年代の「人々のくらし」を取り上げ、 

当時の子ども達の日常も紹介します。 

■場 所：宜野湾市立博物館 
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立体の大山式土器パズルができました。 

博物館スタッフも大苦戦のあのパズルが、 

ついに常設展示室に登場！！ 

ぜひ博物館で挑戦してみよう！！ 

いつやるの？ 

今でしょ！！ 

さらに上を 

目指したい方はこれ！ 

1964(昭和 39)年 

※大山式土器・・・約 3000 年前の土器で、当時の人々が食べ物の煮炊きに使用していました。 

1958(昭和 33)年に宜野湾市にある大山貝塚で発見されました。 
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団体見学を計画されている方は、事前に電話または博物館窓口にてお気軽に職員にご相談下さい。その際は、次の事項を職員

にお伝え願います。 

・団体名、代表者名 

・見学者数（大人・子どもの人数） 

  ・見学の日時 

  ・申し込みの目的（授業、調査など） 

  ・常設展の見学ガイドは必要か 

※ガイドが必要な場合、ご連絡は 2 週間前までにお願いいたします。 

 

当博物館では、小学校の社会科見学の際に、昔の道具に実際に触れながら体験できる「昔の道具体験」を行っています。見学

するだけではなく、子どもたちに直接見て・触れてもらうことで、より楽しくイメージしやすい学習内容になっています。 

また、博物館に行きたいけれど団体で行くための移動手段がない、時間的に難しい 

という学校のために、博物館職員が学校に出向いての出前講座（注：市内の学校対象） 

も行っています。事前の打ち合わせが必要になりますので、お早めにご相談下さい。 

■ 比嘉 悦子【館長】 

■ 平敷 兼哉【学芸係長】 

■ 安次富 尚金【主任主事】 

■ 武智 方寛【学芸担当嘱託員】 

■ 福原 りお【学芸担当嘱託員】 

■ 松山 達志【学芸担当嘱託員】 

■ 髙江洲 比力理【住民票等交付臨時職員】 

■ 伊波 菜々子【住民票等交付臨時職員】 

 多くの皆様のご利用をお待ちしています☆ 

住民票等交付臨時職員：伊波 菜々子  

今年度の 4 月から住民票等交付を担当させていただくことになりました。博物館で働くこ

とができ、とても嬉しく思います。博物館のメンバーでは最年少で分からないことだらけです

が、一つ一つ着実に仕事を覚えて頑張っていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いし

ます。常設展や企画展、市民講座、図書室のご利用等々、皆様のご来館をお待ちしております。 

 

主任主事：安次富 尚金 

こんにちは。25 年度 4 月より、宜野湾市立博物館勤務となりました安次富と申します。小

さいころより歴史が大好きでしたので、博物館勤務となったことに感激しております。専門的

な知識は丌十分ではありますが、広報等を通して、博物館の魅力を皆様に発信したいと考えて

おります。市民講座で皆さまとユンタクハンタクのひと時を過ごせることを心待ちにしており

ます。 

館長：比嘉 悦子 

日頃より宜野湾市立博物館に深いご理解をいただき、ありがとうございます。 

昨年の今頃、私自身も博物館の新職員として紹介されましたが、就任して２年目を迎えるこ

とになりました。平成 25 年度は２人の新職員を迎えました。いずれも博物館での仕事は初め

てだそうですが、慣れるのが早く、すでに強力な博物館職員として活躍しています。 

 本年は沖縄県公文書館との共同企画展など、昨年よりも多い数の展示会が企画されていま

す。全職員一体となって新年度の事業に取り組んでいきたいと思いますので、皆様の変わらぬ

ご支援をお願い致します。 

 
ＮＥＷ！ 
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【学校との共同企画展】 10 月２日（水）～10 月 2０日（日） 

『ぎのわんの文化財図画作品展』 

 

■ 開館時間：９時～17時（入館は 16時半まで） 

■ 休 館 日：毎週火曜日・年末年始（12月 29日～１月３日） 

          祝日（文化の日は除く） 

※ 火曜日と祝日が重なった時は、翌日の水曜日も休館です。 

その他、臨時休館になる場合もあります。 
 

問合せ 〒901-2224 宜野湾市真志喜 1－25－1 

     TEL：098-870-9317 http://www.city.ginowan.okinawa.jp 

 

【社会科見学＊出前講座】 

当博物館では、見学だけでなく学校の授業に合わせた体験学習

や、博物館職員が学校に出向いての出前講座も行っています。どち

らも、事前の打合せが必要になりますので、早目にご連絡下さい。 

【親子で参加！自然観察会】 

講師：佐々木 健志(琉球大学風樹館) 

日時：8 月１０日(土) ９時～１２時 

定員：１５名 

 

 

 

 ① 戦争遺跡にみる沖縄戦 

講師：吉浜 忍(沖縄国際大学教授) 

日時：６月 30 日（日） 1４時～16 時 

② トートーメーの話 

講師：波平 エリ子(沖大・沖国大非常勤講師) 

日時：７月 28 日（日） 14 時～16 時 

③ ウタキめぐり 【野外解説会】 

講師：新垣 義夫(宜野湾市立博物館協議会長) 

日時：８月 25 日（日） 13 時～16 時 

④ 映像にみるアメリカ世 

講師：新里 勝彦(元琉球放送カメラマン) 

日時：９月 29 日（日） 14 時～16 時 

⑤ 王府おもろと宜野湾 

講師：比嘉 悦子(宜野湾市立博物館長) 

安仁屋 眞昭(王府おもろ伝承 15 代) 

  日時：10 月 20 日（日） 14 時～16 時 

⑥ 近代の足あとを訪ねて 【野外解説会】 

講師：平敷 兼哉(宜野湾市立博物館学芸係長) 

日時：11 月 1０日（日） 13 時～16 時 

 ⑦ 沖縄伝世の古衣装について－15 世紀の服飾－ 

   講師：植木 ちか子(国際服飾学会元理事) 

日時：12 月 15 日（日） 14 時～16 時 

⑧ 宜野湾市の発掘調査の成果と課題 

講師：呉屋 義勝(宜野湾市教育委員会文化課長) 

日時：１月 2６日（日） 14 時～16 時 

⑨ めぐてぃ！イガルーシマ－我如古編－【野外解説会】 

講師： 平敷 兼哉(宜野湾立博物館学芸係長) 

日時：２月 23 日（日） 13 時～16 時 

 

 

 

 

 

 

 

 

【企画展】  ５月 22 日（水）～６月９日（日） 

『新収蔵品展 ～平成 23・24年度受入資料～』 

【慰霊の日・写真パネル展】６月１９日（水）～６月３０日（日） 

『イクサユー ヌ じのーん (戦世の宜野湾)』 

【夏の企画展】 ７月 24 日（水）～９月１日（日） 

『人々のくらし ～子ども達の生活～』 
 

 

【共同企画展】 9 月 11 日（水）～9 月 29 日（日） 

『資料にみる宜野湾市の戦後』 

【地域との共同企画展】  ２月５日（水）～３月２日（日） 

『ぎのわんの“字”展 ～我如古編～』 

＊ 企画展・特別展は、『無料』にてご観覧できます。 

＊ 行事の予定は、変更する場合がありますので、開催前に博物館

ホームページなどで詳しい内容をご確認下さい。 

【文化財企画展】 12 月 20 日（金）～1 月 26 日（日）    

『文化財企画展』 
 

 

【秋の特別展】 10 月 3０日（水）～12 月８日（日） 

『近代沖縄と宜野湾』 

平成 23・24年度に博物館で受け入れた資料を展示します。 

沖縄戦について、宜野湾を中心に写真パネルをとおして戦争と平和 

について考えます。 

沖縄県公文書館と宜野湾市の戦後資料をとおして歴史を 

たどりながら、地域への理解と愛着を高める展示会。 

 

市内在住の小学校（３～６年）、中学生が描いた宜野湾市内の文化財 

を紹介します。 

 

明治から昭和戦前期の宜野湾の歴史について紹介します。 

 

宜野湾市内の遺跡の発掘調査の成果を紹介します。 

 

博物館と地域との共同で行う企画展。25年度は“我如古”の歴史・ 

文化を紹介します。故郷の大切さと温かさを感じる展示会。 

 

人びとの暮らしの中でも子ども達に焦点をあてて、 

生活や遊びを紹介 

します。 



 


